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先
日
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で

感
情
を
表
現
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
記
事
を
見
か
け
ま
し
た
。

60
種
類
を
超
え
る
多
様
な
表

情
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ

て
お
り
、
微
笑
を
浮
か
べ
た

り
顔
を
し
か
め
た
り
と
微
妙

な
表
情
の
変
化
を
表
す
こ
と

が
で
き
、
会
話
を
通
じ
て
相

手
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
の

で
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り

な
が
ら
、
よ
り
人
間
に
近
い

自
然
な
受
け
答
え
が
可
能
と

の
事
。
ま
さ
に
む
か
し
観
た

Ｓ
Ｆ
映
画
の
世
界
が
現
実
の

も
の
に
な
っ
て
き
た
印
象
を

受
け
る
◆
Ａ
Ｉ
と
言
え
ば
我

々
の
業
界
で
も
福
岡
県
の
エ

ル
ア
ン
ド
エ
ー
・
田
原
氏
が

有
名
だ
。
あ
の
グ
ー
グ
ル
が

報
道
陣
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
ほ
ど
で
、
今
や
様

々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
彼
は
独
学
で

機
械
学
習
を
手
が
け
て
、
現

場
で
も
活
用
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
た
だ
Ｉ
Ｔ
化
と
一
口

に
言
っ
て
も
人
に
よ
り
得
て

不
得
手
が
あ
り
、
た
と
え
年

配
の
方
で
も
使
い
こ
な
せ
る

よ
う
な
ア
プ
リ
を
開
発
さ
れ

業
務
に
生
か
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
◆
今
は
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し

た
無
人
受
付
に
着
手
、
来
客

の
検
知
と
商
品
の
検
知
が
で

き
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
た

洋
服
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ

れ
た
24
種
類
に
分
類
す
る
事

が
で
き
る
と
言
う
。
実
際
の

運
用
が
待
ち
望
ま
れ
る
。
今

も
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
深
刻

に
な
る
人
手
不
足
問
題
。
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
す
る
世

の
中
は
映
画
の
世
界
か
ら
現

実
に
な
る
日
も
遠
く
な
い
未

来
な
の
か
も
。

クリーニング綜合研究所　事故衣料品統計

ドライ洗いの鑑定13件増、100件に
平成29年度 事故衣料品統計（平成29年4月～平成30年3月）

　クリーニング綜合研究所（小野雅啓所長）は、平成29年

度（平成29年４月～ 30年３月）に鑑定した事故衣料品の集

計結果をまとめた。その概要を以下で紹介する。

　クリーニング事故衣料品鑑定の受付件数は総数 138 件で、
平成 28年度比で11 件減少した。138 件のうち、組合員外は
30 件で、内訳はクリーニング業者 24 件、消費者センター・ア
パレルなど６件であった。
　洗浄別の件数は、平成 28年度比で、ドライクリーニングは
13件増で100件、ランドリーは１件増の25件、ウエットクリーニ
ングは13 件減の11件であった。ドライクリーニングの使用溶剤
は、石油系溶剤が14件増の94件、テトラクロロエチレンは１件
増の４件、ふっ素系溶剤は２件減の１件であった。
　事故の責任所在別件数は、平成 28年度比で、「クリーニン
グの要因による事故」は２件減の14件、「製品の要因による事
故」は５件減の５件、「製品・クリーニング以外の要因による
事故」は３件増の114 件で大幅な変化はない。
　事故別件数は、平成 28年度比で「色の変化」が７件減の
70件、「損傷・形態変化」が２件減の 62件で、「色の変化」
による事故がわずかに多かった。「色の変化」の上位３位は、「変
退色」が５件減で32件、「シミ」が１件減で15件、「着色」「脱色」
が各６件となった。「着色」は１件減、「脱色」は１件増。以下、「再
汚染」「移染」などが続いた。「損傷・形態変化」の上位３位は、
「穴あき」が２件増の19 件、「損傷」が増減なしで９件、「破損」
が増減なしで５件となり、以下、「キズ」、「表面変化」などが
続いた。
　素材別件数についても傾向に大きな変化はない。単一組成
は13件減の 71件で、上位 5 位までの素材は、平成 28年度
と同様「綿」「毛」「ポリエステル」「ナイロン」「絹」で占めており、
ここ数年変化していない。複数組成は４件増の60件となってい
る。また、ポリウレタンなどを用いた樹脂加工製品は３件、副
資材は５件となっている。


